
 

 

音更町の教育が目指す人間像 

自らを高める人 ・ きまりを守る人 ・ 文化をすすめる人 ・ 体をきたえる人 ・ 愛を大切にする人 

音更町教育大綱 

「生きる力・支える力を育むまち」 
●学力の向上  ●ふるさとを愛する心  ●健やかな体づくり  ●地域総ぐるみの子育て 

 
 

学校教育目標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

＜長期的な中学校区の経営ビジョン＞ 
【地域が好きな子ども】 
地域社会に主体的に関わり、生涯に渡って地域を支えることができるよう、地域を大切する心もつ子ども 

【明るい挨拶ができる子ども】 
コミュニケーション能力を養い、自分の想いを素直に表現し、明るい挨拶ができる子ども 

【きまりを守る子ども】 
  思いやりや感謝の気持ちをもち、学校や地域社会のルールを守り、協働できる子ども 

 
 
 
 
 
 

  【教務部会】【ICT部会】 

◆研究主題の統一と発達段階に応じた「学び方」の明確化 

◆AAR サイクルでの課題解決的・課題探究的な学習の促進 

◆総合的な探究の時間につなげる系統的カリキュラム作成 

 

 

 

 
 
 
 

  

 
 
 

 
 
 
 
 
 

＜音中校区で目指す子どもの姿＞ 

〇地域が好きな子ども 〇明るい挨拶ができる子ども 〇きまりを守る子ども 

令和８年度 音更中学校区グランドデザイン 
 

音更小学校    【学校教育目標】              

○進んで学ぶ子 ○思いやりのある子 ○伸びよ！ 

東士狩小学校 【学校教育目標】            

○個性豊かにたくましく生きる子どもの育成 
 

音更中学校  【学校教育目標】              

○勤勉で教養のある人となる 

○心豊かな人となる 

○健康で明朗な人となる 

○よりよい社会を創る人となる 

○ふるさとに誇りをもつ人となる 

 
 
【生徒指導部会】【特別支援部会】 

◆12年間の段階的な「目指す子ども像」可視化 

◆配慮を要する子どもの理解の深化と情報共有 

◆生徒会と児童会が連携した知的活動の推進（案） 

 

 

 

 

 
 
【中学校区 CS】【各校 PTA】 

◆中学校区 CSの実質化 

◆部活動・少年団活動の合同活動（地域展開の進捗を考慮） 

◆地域ボランティアの募集・活用 

◆家庭教育学級等の合同開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【研修部会】 

◆主題に焦点化した研究会から授業観への相互理解・深化 

◆校区連携事業を核とし、日常的な教職員交流の活性化 

◆交流授業・乗り入れ授業による学びの多様化を図る 

◆架け橋期のカリキュラム編成と試行（幼保こ小連携） 

 

 

推進の視点と取組の具体 
 

Ｂ つなぐ ＜12年間を通した育ち＞ 

Ｃ 高める ＜教職員の資質・能力＞ Ｄ 関わる ＜学校・家庭・地域＞ 

Ａ 気づく ＜12年間を通した学び＞ 

○校区研究大会の開催と検証（R８年度は音更小） 
○学びのデザイン 
○相互乗り入れ授業の実施 
○全国学調の分析（成果と課題）交流と対策 

○いじめ・不登校（傾向）等の交流と対策 
○要配慮児童の確実な引継 
○児童会・生徒会交流「子どもサミット」の開催 
○校区版「夏休み・冬休みの生活のしおり」作成 

○校区連携事業の活性化    
○定例の校区校長協議 
○幼保こ小連携の推進      

○CSによる熟議 
○各種ボランティア活動 
○家庭教育力の向上を図る学習会 


